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二
．
調
査
方
法

『
素
問
」
「
霊
枢
」
「
難
経
」
『
傷
寒
論
」
『
金
置
要
略
」
『
史
記
」

扁
鵲
倉
公
列
伝
の
六
種
の
医
学
古
典
の
「
間
」
の
用
例
を
あ
っ

一
・
は
じ
め
に

「
間
」
字
は
二
点
の
間
（
あ
い
だ
）
を
意
味
し
、
指
の
場
合
は

二
本
の
指
の
間
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
「
大
指
間
」
は
「
大
指
」

の
み
で
あ
り
、
二
指
の
間
と
は
大
指
と
次
指
の
間
だ
け
で
あ
る
。

は
た
し
て
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
い
の
か
苦
し
む
場
合
も
あ

る
。
よ
っ
て
、
「
間
」
の
用
例
を
調
べ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
明
確
に
す
る
。

63

医
学
古
典
に
お
け
る
「
大
指
間
」
の
意
味

に
つ
い
て

１
ワ
】

天
野
陽
介
・
宮
川
浩
也

小
曽
戸
洋
・
石
野
尚
吾

、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所

⑳
東
洋
鍼
灸
専
門
学
校

め
「
間
」
の
意
味
を
調
べ
、
特
に
「
指
」
に
関
す
る
記
戦
に
お

い
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
果
を
蹄

ま
え
て
「
大
指
間
」
を
考
察
す
る
。

三
．
結
果

①
「
大
指
間
」
お
よ
び
「
大
指
之
間
」
は
『
霊
枢
」
の
み
に

用
例
が
あ
り
、
前
者
は
七
見
、
後
者
は
四
見
し
、
合
計
十

一
見
す
る
。

②
「
指
間
」
と
い
う
場
合
は
場
所
を
示
し
て
い
る
の
で
お
お

む
ね
二
本
の
指
の
根
本
を
指
す
。
指
先
の
位
置
で
「
指
間
」

と
考
え
る
と
空
間
に
な
り
、
こ
じ
つ
け
的
な
解
釈
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
「
浅
刺
手
大
指
間
」
（
熱
病
篇
）
を
張
介
資
は

少
商
穴
と
す
る
が
、
指
先
で
は
二
本
の
指
の
間
は
空
間
で

あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
指
の
付
け
根
で
あ
り
、
奇
穴
の
虎

口
穴
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
「
中
指
外
間
」
「
中
指
内
間
」
「
次
指
外
間
」
と
い
う
表
現

が
あ
る
が
、
「
外
」
は
小
指
側
、
「
内
」
は
栂
指
側
を
指
す

の
で
、
主
た
る
指
に
対
す
る
も
う
一
本
の
指
を
想
定
し
て
、

都
合
二
本
の
指
の
間
と
解
釈
す
る
。
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④
「
液
門
、
小
指
次
指
之
間
」
「
侠
鶏
、
小
指
次
指
之
間
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
が
、
「
小
指
次
指
」
は
無
名
指
（
薬
指
）

一
本
を
指
す
の
で
（
「
小
指
と
次
指
の
間
」
と
は
読
め
な
い
）
、

「
小
指
（
小
指
）
次
指
之
間
」
と
「
小
指
」
が
省
略
さ
れ
て

い
る
も
の
と
し
、
や
は
り
二
本
の
指
の
間
と
み
な
し
て
読

む
べ
き
で
あ
る
。

⑤
「
十
指
間
」
は
左
右
の
五
指
の
間
と
い
う
意
味
で
、
都
合

四
カ
所
の
指
の
根
本
の
間
が
あ
る
。

⑥
「
大
指
間
」
と
い
う
場
合
は
、
や
は
り
大
指
と
次
指
の
間

（
大
指
外
間
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
輸
篇
に
「
行
間
、

足
大
指
間
也
」
と
い
う
の
が
そ
の
証
で
あ
る
。
口
問
篇
に

「
刺
足
大
指
間
上
二
寸
留
之
」
と
あ
る
が
、
「
大
指
間
」
が

行
間
だ
と
す
れ
ば
、
「
二
寸
上
」
は
大
衝
で
あ
る
。

⑦
「
三
脈
動
千
足
大
指
之
間
」
（
終
始
篇
）
、
「
（
衝
脈
）
循
附
、

入
大
指
間
」
（
逆
順
肥
痩
篇
・
動
輪
篇
）
は
、
再
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

四
．
考
察

「
間
」
字
は
二
指
の
間
を
意
味
す
る
と
い
う
原
則
に
従
う
な
ら

ば
、
一
霊
枢
」
の
中
の
「
指
間
」
は
ほ
ぼ
合
理
的
な
解
釈
が
で
き

る
。
「
大
指
間
」
と
い
う
場
合
は
お
お
む
ね
「
大
指
外
間
」
（
行

間
付
近
）
を
指
す
が
、
経
脈
篇
と
営
気
篇
で
は
、
足
陽
明
経

が
附
上
で
別
れ
て
大
指
間
に
注
ぐ
ば
か
り
で
な
く
、
足
少
陽
経

も
附
上
で
別
れ
て
大
指
間
に
注
ぐ
と
記
述
さ
れ
て
い
て
、
型
ど

お
り
に
二
本
の
指
の
間
と
解
釈
で
き
な
い
箇
所
も
あ
る
。
し
た

が
っ
て
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
「
間
」
字
の
検
討
を
足
が
か
り
に
、
今
後
は
「
腎
間
」

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。


